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1. はじめに

　近年の自動車業界では，環境性能や安全性の向上をねら
いとして各機能の電子制御化が急速に進んでいる。これに
伴い電子機器の種類や役割が多様化し，車 1台あたりに搭
載される電子機器の台数は増加の一途をたどっている。電
子部品においても同様に成長の機会が見込まれるが，電子
機器の多様化に伴ってさらなる小型化や高性能化の要求が
高まっている。本稿では自動車の電装化動向，およびカー
エレクトロニクス製品に数多く用いられる積層セラミック
コンデンサ（以下MLCCと示す）について，使用環境，求
められる性能，技術動向を紹介する。

2. 自動車の電装化動向

　自動車の生産台数は堅調で特に，近年の地球環境問題や
エネルギ問題などの環境意識の高まりから，CO2の排出量

をエンジン車よりも大幅に抑制できるハイブリッドカー
(HEV)や電気自動車 (EV)の市場が大きく伸びると予想され
る。パワートレインはモーター駆動となり，モーターを制
御するパワーエレクトロニクス領域で新たな電子機器の搭
載が見込まれる。さらに近年は将来の自動運転に向けて安
全運転支援システム (Advanced Driving Assistant System: 
ADAS)などの実用化が進んでおり，カメラやレーダー，セ
ンサーといった機器が普及していくと予測する。
　ADASはドライバーの安全性志向の高まりや政府の後押
しもあり，ゆくゆくは新車販売の半数に及ぶことから，さ
らなる電装化の加速が予想される。
　これら自動車に搭載される電子機器は大きく 2つのカテ
ゴリーに分類している。一つは車の基本機能である「走
る，曲がる，止まる」の制御に関わるパワートレイン，
セーフティ機器で，主に電子制御ユニット (Electronic Control 
Unit: ECU)，トランスミッションコントロールユニット
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図 1.　自動車の電子機器すみ分けと将来動向予測


